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1 は じ め に

サクラ‘啓翁桜’の切り枝は、これまで休眠特性が明らかに

され１）、それに引き続き、休眠打破による促成技術（以下、早

期促成技術と表す）が開発されたことにより２）、３）、12月下旬

から出荷が可能となっている。また、12月下旬出荷の早期促成

技術の普及と需要開拓が併行して行われたことから、現在、サ

クラ切り枝は、正月用の花材として重要な品目として位置付け

られるようになった。一方、近年、流通サイドからは、販売企

画用の見本、雑誌、テレビ番組などの年始イベント収録向けに、

これまでより2～3週間早い11月下旬～12月上旬出荷が期待さ

れており、産地からその技術開発が要望されている。ところで、

12月上旬まで開花期を前進させるには、一定の低温遭遇量を確

保したうえで休眠打破を行うことが必要となる。これまで、11

月下旬～12月上旬に開花させるには、低温処理開始前に休眠打

破のための温湯浸漬を行う方法が報告されているが１）、休眠打

破の時期や温湯浸漬以外の休眠打破方法の影響については不明

な点がある。そこで、切り枝の低温処理開始前または低温処理

終了後の休眠打破が開花と小花品質に及ぼす影響と、低温処理

終了後における休眠打破方法が開花と小花品質に及ぼす影響を

調べた。

2 試 験 方 法

(1)試験１：低温処理前後の休眠打破が開花、品質に及ぼす影響

1993年に定植し、切り戻し収穫を繰り返しながら養成したサ

クラ‘啓翁桜’の樹から、2008年10月21日に切り枝を収穫し、

直後から水揚げして露地条件下に置床した。10 月 22 日に摘葉

を行い、切り枝長90㎝に調整した切り枝を供試した。低温処理

は、切り枝を10月22日から11月13日まで3週間、8℃の暗黒

条件の恒温室内で水揚げした状態で行なった。試験区は、低温

処理開始前の10月22日に休眠打破を行なう区（以下、低温処

理開始前区と表す）と、低温処理終了の11月13日に休眠打破

を行なう区（以下、低温処理終了後区と表す）と、低温処理の

みの無処理区を設けた。休眠打破は、40℃の温湯に1時間浸漬

する方法（以下、温湯浸漬と表す）と、40℃の温湯に1時間浸

漬後にジベレリン水溶剤（協和発酵バイオ（株）、ジベレリン

協和粉末、ジベレリン3.1％含有）50ppmを切り枝全面散布する

方法（以下、温湯浸漬＋ＧＡ50ppmと表す）を用いた。ＧＡは、

花芽が充分濡れるように１枝当たり約 20mL を目安にハンドス

プレーで散布した。切り枝の促成は、11月13日に加温温度20℃

（昼温）/13℃（夜温）に設定したガラス温室に移動して開始し

た。促成中の水揚げは、切り枝の基部が水に10㎝程度ひたるよ

うにし、促成開始から概ね1週間後と2週間後に水を取り替え

て切り口の腐敗を防いだ。試験規模は、１区6枝として、小花

の催色日と開花日、促成開始25日後の12月8日に開花率と小

花品質を調べた。なお、低温処理開始前の 8℃以下自然低温遭

遇時間は23.5時間であった。

(2) 試験２：低温処理終了後の休眠打破方法が開花、品質に及

ぼす影響

試験１と同様の切り枝を供試し、切り枝の低温処理を 10 月

22日から11月13日まで3週間、8℃の暗黒条件の恒温室内で

水揚げした状態で行なった。低温処理の終了した11月13日に、

試験区として、温湯浸漬区、ジベレリン水溶剤50ppmを切り枝

全面散布する区（以下、ＧＡ50ppm 区と表す）、シアナミド液

剤（電気化学工業（株）、ヒットα13、シアナミド13％含有）

0.2％を切り枝全面散布する区（以下、シアナミド0.2％区と表

す）、温湯浸漬＋ＧＡ50 ppm区、温湯浸漬を終了した後にシア

ナミド液剤 0.2％を切り枝全面散布する区（以下、温湯浸漬＋

シアナミド 0.2％区と表す）と、低温処理のみの無処理区を設

けた。ＧＡまたはシアナミドは、花芽が充分濡れるように１枝

当たり約20mLを目安にハンドスプレーで散布した。促成と調査

は試験１と同様に行った。

3 試 験 結 果 及 び 考 察

（1)試験１：低温処理前後の休眠打破が開花、品質に及ぼす影響

催色は、低温処理開始前区の温湯浸漬＋ＧＡ50ppm処理が11

月25日と最も早く、次いで低温処理終了後区の温湯浸漬＋ＧＡ

50 ppm処理が11月28日と早く、低温処理終了後区の温湯浸漬

処理は11月30日となり、低温処理開始前区の温湯浸漬処理は



12月3日と遅くなった（図１）。開花は、催色と同様の傾向と

なり、低温処理開始前区の温湯浸漬＋ＧＡ50 ppm 処理が 11 月

30 日（到花日数 17 日）と最も早く、次いで低温処理終了後区

の温湯浸漬＋ＧＡ50 ppm処理が12月3日（到花日数20日）と

早く、低温処理終了後区の温湯浸漬処理は12月5日（到花日数

22 日）となり、低温処理開始前区の温湯浸漬処理では 12 月 7

日（到花日数24日）と遅くなった。無処理区は未開花であった。

開花率は、低温処理終了後区の温湯浸漬＋ＧＡ50 ppm処理が

87％日と最も高く、次いで低温処理開始前区の温湯浸漬＋ＧＡ

50ppm処理と低温処理終了後区の温湯浸漬処理が67～68％とな

り、低温処理開始前の温湯浸漬処理は4％と低かった（図２）。

開花揃いは、低温処理終了後区の温湯浸漬＋ＧＡ50 ppm処理が

最も良好となった。小花品質は、温湯浸漬＋ＧＡ50 ppm処理で

は休眠打破時期による区間差は認められなかったが、温湯浸漬

処理では、低温処理終了後区がやや長く優れた（データ略）。

(2)試験２：低温処理終了後の休眠打破方法が開花、品質に及

ぼす影響

催色は、温湯浸漬＋ＧＡ50ppm区が11月28日と最も早く、

次いで温湯浸漬＋シアナミド0.2％区とＧＡ50ppm区が11月29

日と早く、温湯浸漬区は11月30日となり、シアナミド0.2％

区は12月1日とやや遅くなった（図３）。開花は、催色と同様

の傾向となり、温湯浸漬＋ＧＡ50ppm区とＧＡ50ppm区と温湯浸

漬＋シアナミド0.2％区が12月3～4日（到花日数20～21日）

となり、温湯浸漬区とシアナミド0.2％区が12月5日（到花日

数22日）となった。無処理区は未開花であった。

開花率は、温湯浸漬＋ＧＡ50ppm区が87％と最も高く、次い

で温湯浸漬＋シアナミド0.2％区が76％と高く、温湯浸漬区は

67％、シアナミド0.2％区は59％となり、ＧＡ50ppm区は14％

と低かった（図４）。小花品質は、花梗長はＧＡ50ppm 区と温

湯浸漬＋ＧＡ50ppm区が18.9～21.2㎜と自然開花期の様相と類

似した長さとなり、次いで、温湯＋シアナミド0.2％区が長く、

温湯浸漬区とシアナミド0.2％区と比較して優れた（データ略）。

このように、8℃で3週間低温処理した切り枝への休眠打破の

時期は、低温処理終了後に行なったほうが低温処理開始前に行

なうよりも開花率が高く、開花揃いが良好となり優れた。これ

まで、低温処理前の温湯浸漬が休眠打破に有効であるという報

告は、サクラ１）の早期促成の他に、テッポウユリ４）の促成に関

してみられる。一般に、テッポウユリの場合、低温処理開始前

の温湯浸漬は、ネダニの物理的防除対策の一環としても知られ、

栽培体系の中で効率的な作業工程と位置付けられている。一方、

サクラの切り枝の場合、商品生産上、開花率と小花品質を高め

ることが優先され、温湯浸漬または温湯浸漬＋ジベレリンまた

シアナミドによる休眠打破は、作業工程上の問題等もみられな

いことから、低温処理開始前ではなくて低温処理終了後にする

ことが適すると考えられた。また、低温処理後の休眠打破方法

は、開花率、開花揃い、到花日数の点で、温湯浸漬＋ＧＡ50ppm

または温湯浸漬＋シアナミド0.2％の適応性が高かった。この

点は自然低温に遭遇した後の休眠打破方法３）と同様であった。

4 ま と め

サクラ‘啓翁桜’の早期促成を行う場合、休眠打破処理は8℃

で3週間（≒500時間）低温処理した切り枝に行なったほうが

低温処理開始前に行なうよりも開花率が高く、開花揃いが良好

となり優れた。また、休眠打破方法は、開花率、開花揃い、到

花日数の点で、温湯浸漬とＧＡ50ppmまたは温湯浸漬とシアナ

ミド0.2％の併用処理の適応性が高かった。
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図３ 催色始日と到花日数に及ぼす低温処理終了後切り枝への
休眠打破処理方法の影響（試験２）

図４ 開花率に及ぼす低温処理終了後の切り枝への休眠打破
処理方法の影響（試験２）

図１ 催色始日と到花日数に及ぼす低温処理切り枝への休眠
打破処理時期の影響（試験１）

図２ 開花率に及ぼす低温処理切り枝への休眠打破処理時期
の影響（試験１）

0 20 40 60 80 100

温湯浸漬＋シアナミド0.2％

温湯浸漬＋ＧＡ50ppm

シアナミド0.2％

ＧＡ50ppm

温湯浸漬

無処理

露地置床・無処理(参考）

開花率（％）

0 5 10 15 20 25

低温処理終了後／温湯浸漬＋GA50ppm

低温処理終了後／温湯浸漬

低温処理開始前／温湯浸漬＋GA50ppm

低温処理開始前／温湯浸漬

無処理（低温処理のみ）

露地置床・無処理（参考）

（日）

催色所要日数（日）

催色から開花までの日数（日）

0 5 10 15 20 25

温湯＋シアナミド0.2％

温湯＋ＧＡ50ppm

シアナミド0.2％

ＧＡ50ppm

温湯

無処理（低温処理のみ）

露地置床・無処理(参考）

（日）

催色所要日数（日）

催色から開花までの日数（日）

0 20 40 60 80 100

低温処理終了後／温湯＋GA50ppm

低温処理終了後／温湯

低温処理開始前／温湯＋GA50ppm

低温処理開始前／温湯

無処理（低温処理のみ）

露地置床・無処理（参考）

開花率（％）


